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１．はじめに  

 大阪湾岸道路西伸部では橋に求められる真

の性能を具現化した計画コンセプトを立案

し，それに基づく橋梁計画を行っている．本

稿では図-1 に示すポートアイランドと和田

岬の間に位置する神戸西航路部に架かる長大

橋を対象に橋梁形式選定の取り組みを示す．  

２．計画コンセプト  

 神戸市に位置する本路線は，阪神淡路大

震災の被災地故の取り組み，ユネスコのデ

ザイン都市である神戸らしい elegant な橋

を目指す，将来にわたって健全な状態を維

持することが重要と考え，耐災害性・景観

性・維持管理性の三本柱で図-2に示す計画

コンセプトを立案した．次章の橋梁形式の

検討では，計画コンセプトへの適合性と経済性を総合的

に勘案した．  

３．橋梁形式の検討 

(1)比較案の抽出 

神戸西航路部は航路幅の制約から最小支間長が 480m

となる．橋梁形式比較案は図-3に示す斜張橋を選定し，

２主塔案と１主塔案(和田岬側，ポートアイランド側)の

３案を立案した．1主塔案（和田岬側）はポートアイラン

ド側の海上高架橋区間において，道路線形の改善により

走行性に優れる案である．1 主塔案（ポートアイランド

側）は和田岬断層に関する現地調査により，とう曲帯幅

が航路部の西側（和田岬側）に約 700m位置することが明

らかとなったため 1)，主塔がとう曲の直上に位置するこ

とを避けた案である．橋梁形式の選定においては，本橋

に交差するとう曲の影響を踏まえ橋梁形式の優劣を判断

することとした．また，支間長 480mの１主塔斜張橋は世

界最大規模となるが，近年の技術動向を踏まえると十分

に実現可能性はあると考えられる．なお，トラス橋やアーチ橋は支間長 480m と規模が大きく，耐震性や維持

管理の観点から計画コンセプトへの適合性が低いと考えられるため比較対象に選定していない． 
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図-2 計画コンセプト（案） 

  

■地域をつなぐ線としての連続性を意識

し、「みなと神戸」にふさわしく、ま

ちの魅力づくりに貢献できること 

■百年先の土地利用の変化も考慮された

ものであること 

■社会環境や自然環境と調和すること 

将来にわたって健全な状態を維持

し、時代の変化に対応できる道路 

■設計の想定と異なる状況に対しても、

致命的な状態になりにくいこと 

■非常時においても、地域の道路ネット

ワークとして速やかに機能すること 

■これまでの橋梁技術の知見の蓄積に、

先進的な技術を組み合わせ、より効率

的に性能を確保できる構造とすること 

災害時においても、人流・物流ネッ

トワーク機能を確保できる道路 

■百年、さらにその先においても、健全

で快適な状態を維持しやすいこと 

■将来の社会環境の変化にも対応が容易

な構造とすること 

■維持管理しやすい構造であるととも

に、先進的な技術の活用により、高度

化及び効率化が図られた構造とするこ

と 

「みなと神戸」にふさわしい世界に

誇れる景観を創出する道路 

 

図-1 検討対象橋梁 

ポートアイランド 
和田岬 

図-3 橋梁形式の比較案 

平面線形の改善が可能 
(ｹｰﾌﾞﾙの影響範囲外) 

  

とう曲帯幅 約 700m 
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(2)とう曲の影響検討 

和田岬とう曲の影響検討では，とう曲変位量の推計から得られた橋梁基礎天端の変位量を算出し 1)，橋梁の

３次元骨組モデルに強制変位として静的に入力し応答を確認した 2)．その結果，全てのケースにおいて，致命

的な変形・損傷は確認されなかった．しかし，本検討に用いたとう曲変位量の推計はとう曲の不確定性を含ん

でいるため，主塔がとう曲の直上に位置することを避けた１主塔斜張橋(ポートアイランド側)が最もとう曲

に対するリスクが小さいと評価した． 

(3)各部材形式に関する検討 

 斜張橋の各部材（主塔，主桁，主塔基礎）の形式を比較検討した．経済性および計画コンセプトの適合性の

観点から，主塔は図-4に示す鋼製ダイヤ型主塔，主桁は鋼１箱桁，主塔基礎は鋼管矢板基礎を選定した． 

(4)橋梁形式の選定 

 上記，詳細検討を踏まえた橋梁形式の比較を表-1に示す．経済性では，2主塔斜張橋に対する初期コストお

よびライフサイクルコスト(LCC)の比率は 0.99～1.01の範囲であり，３案ともほぼ同等の結果となった．計画

コンセプトに対する適合性は，１主塔斜張橋（ポートアイランド側）が最も高い結果となった．①耐災害性で

は，主塔位置がとう曲帯幅の直上に位置しないためとう曲変位

に対するリスクが小さいことを評価した．②景観性では，１主塔

斜張橋が将来の視点場からの眺望においてよりデザイン性が高

いことを評価した．③維持管理性では，一般的に点検が困難な海

上部の主塔，橋脚数が最も少ないことを評価した． 

以上より，計画コンセプトの適合性が高い 1主塔斜張橋の 2案

に対して，平面線形の改善が可能な和田岬側と，とう曲のリスク

が小さいポートアイランド側を比較衡量した結果，とう曲リス

クを相対的に最も小さくでき

る第２案の１主塔斜張橋（ポー

トアイランド側）を橋梁形式と

して選定した．  

５．まとめ  

本稿では，大阪湾岸道路西伸部

の神戸西航路部における橋梁

形式の選定について報告した．

今後は選定した世界最長の支

間長を有する１主塔斜張橋に

対して，耐震検討や耐風検討，

景観検討などの詳細検討を行

い，計画コンセプトにより適合

した橋梁の実現に取り組んで

いく所存である． 
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図-4 鋼製ダイヤ型主塔 

表-1 橋梁形式比較案の計画コンセプトへの適合性と経済性の比較 
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